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和
８
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予
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決

令
和
８
年
度
予
算
を
可
決

３
月
定
例
会

　

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
13
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
、
39
日
間
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
新
年
度
予
算
な
ど
の
議
案
37
件
が
提
出

さ
れ
、
原
案
全
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
件
の
陳
情
、
２
件
の
発
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
８
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議会HP QRコード

Point 1
市長等の白井市に対する損害賠償責任の
一部免責の条例を可決

Point 2
市の障害者支援センターを民営化する 
ための関係条例を廃止

Point 3 新たに「市民連携・協働推進会議」を設置

【柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合】
　さわやか環境緑地「さわやかボール遊び広場」オープン！

予算審査特別委員会を設置
　令和８年度予算を審査するため、２月 26日に設置し３月定例会の中で
３日間かけて審査を行いました。
　審査の経過と結果については、3・４ページに掲載しています。
委　員　長　広沢　修司
副 委 員 長　平田　新子
委　　　員　柴田　圭子　　古澤由紀子　　岩田　典之
　　　　　　荒井　靖行　　武藤美砂子　　根本　敦子

柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合では、
白井市のし尿処理を行っています。
周辺環境にも配慮した運営をされ
ており、この度、のびのびボール
遊びができる広場が完成しました。

【さわやかプラザ軽井沢】
 に、ほぼ隣接しています。
・供用時間
　９時〜１７時（原則）
・�キャッチボール・リフティ
ング・パス回し等は可
　（危険・迷惑行為は×）
・駐輪場あり
・駐車場 �さわやかプラザ

第２駐車場を利用

詳しくは

散策路も併設
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〈
議
案
第
14
号
〉
白
井
市
附
属
機
関
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 3

新
た
に
「
市
民
連
携
・
協
働
推
進
会
議
」
を
設
置

こ
の
会
議
は
、
①
地
域
団
体
や
市
民
団
体
と
市
の
連
携
、
②「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
方
針
」
策
定
、
③
「
共
同
事

業
提
案
制
度
」
の
調
査
審
議
を
し
ま
す
。
委
員
は
学
識
経
験
者
・
公
共
団
体
の
代
表
・
市
民
で
す
。
こ
れ
を
市

の
付
属
機
関
条
例
に
加
え
る
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
（
以
下
、
協
議
会
）

４
つ
が
活
動
す
る
中
、
今

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本

方
針
を
作
る
理
由
は
。

Ａ　

協
議
会
の
活
動
が
未
定
の

う
ち
に
市
が
方
針
を
作
る

と
活
動
を
狭
め
て
し
ま
う

の
で
、
協
議
会
が
小
学
校

区
の
過
半
数
に
な
る
見
込

み
で
取
組
み
が
進
ん
だ
た

め
、
今
後
策
定
し
ま
す
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
方
針

の
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

市
が
ど
う
支
援
で
き
る
か
、

内
容
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

会
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
方
針

は
令
和
８
年
度
か
ら
２
年

で
調
査
審
議
、
令
和
９
年

度
策
定
予
定
で
す
。
協
働

事
業
提
案
制
度
も
８
年
度

反対

〈
議
案
第
７
号
〉
市
長
等
の
白
井
市
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 1

市
長
等
の
白
井
市
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
の
条
例
を
可
決

市
長
等
の
市
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
の
条
例
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

同
様
の
条
例
を
制
定
し
て

い
る
近
隣
自
治
体
は
。

Ａ　

千
葉
県
、
県
内
の
７
市
な

ど
が
制
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

制
定
に
至
る
経
緯
は
。

Ａ　

地
方
自
治
法
の
「
市
長
等

の
市
に
対
す
る
損
害
賠
償

が
生
じ
た
際
、
善
意
で
重

大
な
過
失
が
な
い
場
合
、

政
令
で
定
め
る
基
準
を
参

考
に
し
て
控
除
額
を
条
例

で
定
め
、
損
害
賠
償
責
任

の
一
部
を
免
責
で
き
る
」

と
の
規
定
改
正
時
か
ら
検

討
を
進
め
、
訴
訟
等
も
一

旦
落
ち
着
い
た
状
況
で
条

例
制
定
に
至
り
ま
し
た
。

Ｑ　

善
意
か
つ
重
大
な
過
失
が

な
い
か
の
判
断
は
。

Ａ　

裁
判
で
重
大
な
過
失
等
が

指
摘
さ
れ
て
い
れ
ば
判
断

基
準
に
し
、
長
（
幹
部
）

の
判
断
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

条
例
を
制
定
し
な
い
場
合
、

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
。

Ａ　

自
治
法
改
正
時
の
背
景
に

も
、
善
意
か
つ
重
大
な
過

失
が
な
い
場
合
の
住
民
訴

訟
等
で
は
、
職
員
の
萎
縮

や
業
務
環
境
が
整
い
難
い

と
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

善
意
で
重
大
な
過
失
で
な

い
場
合
の
基
準
が
な
い
で

す
。
裁
判
の
公
正
な
判
決

で
は
過
度
の
負
担
は
課
さ

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
当

条
例
が
基
本
的
に
当
事
者

で
判
断
す
る
内
容
で
あ
る
、

第
三
者
が
判
断
し
て
い
な

い
、
第
三
者
の
裁
判
所
が

行
っ
た
判
断
に
つ
い
て
免

責
を
す
る
こ
と
に
、
ど
う

し
て
も
納
得
が
で
き
ま
せ

ん
。

か
ら
調
査
審
議
、
10
年
度

の
制
度
化
を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
方
針

は
多
様
な
人
と
共
存
す
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
だ
と

思
い
ま
す
が
、
小
学
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中

心
に
作
る
と
の
答
弁
で
す
。

公
共
的
団
体
、
障
が
い
者

団
体
や
外
国
人
の
方
を
委

員
に
す
る
工
夫
や
検
討
は
。

Ａ　

付
属
機
関
は
幅
広
い
地
域

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
障

が
い
者
や
外
国
人
の
こ
と

は
個
別
の
内
容
と
し
て
考

え
る
も
の
で
は
な
い
と
思

い
、
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

多
様
な
団
体
や
人
を
委
員

に
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
と

思
う
の
で
、
反
対
し
ま
す
。

反対

〈
発
議
案
第
１
号
〉
国
に
非
核
三
原
則
と
殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
等
の
輸
出
禁
止
の
原
則
を
守
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

発議 1

「
非
核
三
原
則
」
と
「
殺
傷
武
器
の
輸
出
禁
止
」
を
守
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
案
は
否
決

政
府
に
、
「
核
兵
器
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
三
原
則
を
守
り
、
人
を
殺
傷
す
る
武
器
の
輸
出

を
や
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
案
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
案
の
概
要

　
　

日
本
政
府
は
長
年
、
非
核

三
原
則
を
堅
く
守
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
見
直
す
動
き

に
対
し
、
被
爆
者
団
体
は
日

本
が
核
戦
争
の
基
地
や
標
的

に
な
ら
な
い
よ
う
原
則
堅
持

を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
約
10
年
前
に
人
を
殺
傷

す
る
武
器
や
戦
闘
機
の
輸
出

が
解
禁
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
動
き
は
国
際

紛
争
を
助
長
し
、
平
和
国
家

と
し
て
の
信
用
を
失
わ
せ
、

国
民
を
も
危
険
に
し
ま
す
。

政
府
に
憲
法
の
平
和
主
義
を

守
る
よ
う
求
め
ま
す
。」
と
の

内
容
で
す
。

〈
議
案
第
12
号
〉
白
井
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

市
の
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
民
営
化
す
る
た
め
関
係
条
例
を
廃
止

白
井
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
令
和
10
年
度
か
ら
民
営
化
す
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
内
容
で
す
。
継
続
審
査
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

意
向
調
査
以
外
の
周
知
は
。

Ａ　

保
護
者
会
で
説
明
し
、
説

明
会
欠
席
者
に
資
料
を
送

り
、
自
立
支
援
協
議
会
で

方
向
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ　

民
営
化
の
効
果
は
。

Ａ　

現
制
度
は
公
的
施
設
の
制

約
や
市
の
関
与
が
大
き
く
、

民
営
化
で
市
の
関
与
は
最

低
限
と
し
、
支
援
の
質
の

向
上
や
柔
軟
な
運
用
が
期

待
さ
れ
、
市
の
修
繕
料
等

の
経
費
削
減
が
で
き
ま
す
。

Ｑ　

重
度
障
が
い
の
方
に
対
応

可
能
な
市
内
の
事
業
者
は
。

Ａ　

現
事
業
者
も
可
能
と
伺
っ

て
お
り
、
事
業
者
が
な
い

こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
す
。

Ｑ　

市
が
建
物
劣
化
度
調
査
も

費
用
負
担
も
し
な
い
訳
は
。

Ａ　

公
募
中
に
民
間
事
業
者
が

現
地
や
施
設
情
報
を
確
認

し
判
断
し
ま
す
。
指
定
期

間
中
は
市
が
修
繕
し
ま
す
。

Ｑ　

利
用
者
や
保
護
者
の
方
は

他
事
業
者
が
運
営
す
る
可

能
性
に
納
得
し
ま
し
た
か
。

Ａ　

重
度
の
障
が
い
の
事
業
を

継
続
で
き
る
事
業
者
に
委

託
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ　

サ
ー
ビ
ス
維
持
の
保
証
と

市
の
責
任
の
負
い
方
は
。

Ａ　

こ
の
土
地
で
別
の
物
を
建

て
て
、
障
が
い
者
事
業
を

継
続
で
き
な
く
な
ら
な
い

よ
う
、
市
が
関
わ
る
た
め

土
地
を
貸
与
し
ま
す
。

　
　

継
続
審
査
を
提
案
し
ま
す
。

利
用
者
目
線
が
大
事
で
、

障
が
い
者
が
今
の
状
況
で

過
ご
せ
る
か
が
検
討
不
足

で
は
な
い
か
と
不
安
が
払

拭
で
き
ま
せ
ん
。
現
事
業

者
と
密
な
話
を
し
て
、
き

ち
ん
と
公
に
し
て
時
間
を

か
け
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

継
続
審
査
に
賛
成
。
一
番

大
事
な
利
用
者
と
保
護
者

の
同
意
が
得
ら
れ
た
か
疑

問
で
す
。
機
能
と
経
費
削

減
の
話
が
強
調
さ
れ
、
土

地
さ
え
貸
せ
ば
支
援
維
持

で
き
る
と
い
う
責
任
の
取

り
方
で
は
不
十
分
で
す
。

継続審査

継続審査

〈
陳
情
第
２
号
〉
保
育
士
配
置
基
準
の
引
上
げ
の
早
期
完
全
実
施
と
さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

陳情2

保
育
士
配
置
基
準
の
引
上
げ
の
早
期
完
全
実
施
と

さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
る
陳
情
は
趣
旨
採
択

１
歳
児
の
加
算
要
件
を
無
く
し
法
令
改
定
に
よ
り
基
準
を
引
き
上
げ
、
3
歳
児
、
４
・
５
歳
児
は
経
過
措
置
を
撤
廃
、

保
育
士
等
職
員
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
陳
情
に
対
し
て
、
審
議
の
結
果
、
趣
旨
採
択
の
提
案
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。　
　

＊
趣
旨
採
択
・
・
・
陳
情
の
願
い
は
妥
当
だ
が
実
現
性
に
乏
し
い
等
の
場
合
の
議
決

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

深
刻
な
保
育
士
不
足
の
中

市
内
全
て
の
施
設
が
追
加

の
人
員
の
確
保
は
。

Ａ　

配
置
基
準
が
変
わ
っ
て
も
、

す
ぐ
に
保
育
士
が
集
ま
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今

年
は
駄
目
で
も
来
年
の
４

月
な
ら
で
き
る
か
な
と
思

い
ま
す
（
参
考
人
）。

Ｑ　

市
内
の
保
育
園
は
新
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

３
歳
か
ら
５
歳
は
幼
稚
園

も
使
え
る
の
で
、
４
・
５
歳

児
25
対
１
、３
歳
児
15
対
１

に
配
置
基
準
よ
り
多
く
配

置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
公

立
に
あ
り
ま
す
（
執
行
部
）。

Ｑ　

他
国
の
配
置
基
準
は
。

Ａ　

４
・
５
歳
児
に
つ
い
て
、
フ

ラ
ン
ス
は
15
対
１
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
18
対
１
で

す
（
参
考
人
）。

　
　

配
置
基
準
が
６
対
１
が
５

対
１
と
見
直
し
が
図
ら
れ
、

白
井
市
で
も
人
材
バ
ン
ク

に
保
育
士
募
集
を
し
て
お

り
、
早
期
完
全
実
施
も
見

え
る
た
め
、
本
陳
情
は
趣

旨
採
択
と
し
ま
す
。

　
　

法
基
準
を
守
る
期
限
の
定

め
が
な
く
、
１
歳
児
の
配

置
基
準
も
法
改
定
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
保
育
士
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
配
置
基

準
の
法
令
化
が
必
要
で
す
。

趣旨採択

趣旨採択に反対

〈
陳
情
第
４
号
〉�

東
京
都
新
宿
区
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
事
例
を
受
け
て
、
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
関
す
る 

早
期
の
実
態
把
握
と
再
発
防
止
を
求
め
る
陳
情

陳情4

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
の
実
態
把
握
を
求
め
る
陳
情
は
可
決

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
に
お
け
る
勧
誘
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
か
把
握
を
求
め
る
陳
情
は
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

市
に
伺
い
ま
す
。
こ
の
調

査
を
し
た
こ
と
は
。

Ａ　

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

政
党
機
関
紙
の
勧
誘
に
、

職
員
か
ら
相
談
や
苦
情
は
。

Ａ　

把
握
し
て
お
ら
ず
相
談
を

受
け
た
こ
と
も
な
い
で
す
。

Ｑ　

市
の
庁
舎
管
理
規
則
で
は
、

物
品
販
売
に
市
長
の
許
可

が
必
要
と
あ
り
ま
す
。
政

党
機
関
紙
の
販
売
許
可
は
。

Ａ　

許
可
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

公
平
に
考
え
、
市
の
実
態

と
し
て
苦
情
・
相
談
は
な

く
、
市
は
議
員
に
絞
っ
た

調
査
は
考
え
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
、
反
対
し
ま
す
。

　
　

苦
情
は
な
く
て
も
調
査
は

未
実
施
で
、
職
員
の
働
き

や
す
さ
の
た
め
、
職
員
に

寄
り
添
っ
た
調
査
は
可
能

と
考
え
賛
成
し
ま
す
。

　
　

職
員
か
ら
議
員
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
訴
え
は
な
く
毎

年
の
調
査
を
議
員
に
絞
る

予
定
は
な
い
と
の
答
弁
で

し
た
。
憲
法
に
は
思
想
信

条
の
自
由
、
政
治
活
動
の

自
由
と
検
閲
の
禁
止
と
あ

り
、
庁
舎
管
理
規
則
に
よ

る
制
限
は
憲
法
違
反
で
す
。　

　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
是
正
す

べ
き
で
す
が
、
陳
情
の
正

当
性
が
な
く
反
対
し
ま
す
。

　
　

実
態
把
握
は
必
要
。
心
理

的
圧
力
の
調
査
方
法
は
市

の
判
断
に
委
ね
、
庁
舎
管

理
規
程
の
適
正
な
運
用
を

求
め
、
賛
成
し
ま
す
。

反対

反対

賛成

賛成
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Ｑ　防災ハザードマップの作成業務委託料の

４１８万円について、令和３年に紙ベースで作

られており、５年が経過しています。今回新規

事業ですが、どのような内容になりますか。

Ｑ　アグリビジネスを担う農業法人等の誘致に
際し、雇用面で高齢者の方、障がいをお持ちの方、
子育て世代が短時間でも働けるような多様な雇
用形態の創出を見込んでいますか。

Ａ　地元の方からの短時間勤務の要望は、進出予

定の事業者へ伝えおります。事業者においても、

地元の方を中心に雇用したいという前向きな答え

でしたので、雇用は進んでいくと考えています。

Ｑ　オンデマンド交通の内容のうちＡＩプログラ
ミングの必要性は。導入前提の実証実験ですか。

Ａ　乗り合い型ですので、予約状況に応じて最適

ルートを選択しドライバーに知らせることを考えま

すと、ＡＩによるルートの構築が望ましいと考えて

います。また、地域公共交通計画のスケジュール

に今回位置づけていますので、令和１０年度の本格

運行に向けて取り組んでいくものと考えています。

Ｑ　果樹剪定枝受入補助金の内容を伺います。

Ａ　市のバイオマスタウン構想に基づき、ごみの

減量化・資源化を推進するため、地域から発生す

るバイオマス資源を有効活用できる事業者へ、梨

の剪定枝を持ち込み、無料で処理していますが、

材料費や維持管理に係る修繕費などの費用が高騰

してきていることから、有料化の申入れがありま

した。梨栽培において必ず発生する剪定枝の処分

が有料化となることで、農家にとってかなりの負

担となることから、令和８年度は、物価高騰対策

重点支援地方創生交付金を活用した補助金を予算

計上し、農家の支援を行います。

Ｑ　住宅用防犯対策設備支援補助金の詳細を伺

います。

Ａ　屋外用防犯カメラ、録画機能つきドアホン、セ

ンサーライトの購入費用の一部について補助する

もので、１建物につき１度限りで上限額を１万５千

円、２分の１補助を５か年で予定しています。

Ｑ　ＰＲグッズ作成委託料として２０１万５千
円が計上されていますが、定住促進にどの様な
効果を想定していますか。

Ａ　定住促進情報発信事業につきましては、定住

だけではなく、関係人口を増やすことで、将来的

な定住に繋げていく事業となっていますので、ま

ずは、白井市へ来てもらえるような、関係人口を

増やすような取組みとして、予算計上しています。

総務教育総務教育

健康福祉健康福祉

企画経済企画経済

慎重な審議の結果、一般会計は賛成全員により、国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・水道事業会計・下水道事
業会計は、賛成多数により可決しました。主な審査内容は以下の通りです。

【駆ける！次世代に踏み出す挑戦予算】【駆ける！次世代に踏み出す挑戦予算】
を目指した令和 8 年度予算を可決を目指した令和 8 年度予算を可決

予算額２４４億２２４５万２千円

　子育て支援と教育環境整備では、全ての小中学校の給食費無償化の実

現、全小中学校の体育館にエアコン設置は、酷暑から児童生徒の健康を

守るだけでなく避難所としての機能を強化するもので、「命を守る予算」

として評価します。安心安全面では、自宅に設置する防犯カメラ、セン

サーライト、録画機能付きドアホンの購入と設置の一部支援、農業改革

として、アグリビジネスを担う農業法人等の誘致の促進は、新規就労を

促進する事業であると期待します。歳入面でも、企業誘致の推進など、

自主財源確保を進め、市民サービスを最大化させようとする、本予算に

賛成いたします。

　まず要望する点は、ナッシー号の日曜・祝日運行。住宅街でのデータセ
ンター規制と住民補償。障害者支援センター民営化の見直し。部活の地域
展開の問題解決。補聴器購入への補助。教員・保育士の増員。西白井駅
の歩道橋への屋根設置。待機児童対策等です。賛成理由は、体育館への
エアコンの一斉設置、小学生の給食無償化、文化センターの改修方針を市
民等の意見で修正したのはとてもよいです。他にＰＦＡＳ対策の浄水器の
補助、パートナーシップ制度の検討、市職員増員、育児・介護休暇取得推
進の企業奨励金、被爆地への中学生派遣等です。市民の要望第一でお願
いします。

賛成討論賛成討論 賛成討論賛成討論

Ｑ　生活困窮者等相談支援事業の委託料につい

て４４５万９千円増加していますが内訳と原因

を伺います。

Ａ　人件費の増加が主な要因と捉えています。ま

た、事業の充実を図るため、令和８年度から設置

される会議の会議録作成や生活困窮者に対する生

理用品の配布を防災備蓄の在庫に限らず継続的な

ものとするための仕様変更を行っています。

Ｑ　子ども医療費助成事業、こども家庭センター

事業、病児・病後児保育事業が、重点事業から分

野別事業となっている理由を伺います。

Ａ　こども家庭センター事業は、令和６年度にこど

も家庭センターを立ち上げ、母子保健機能と児童相

談機能を集約させて、連携を強化しましたので、第

６次総合計画では重点事業から外れています。病

児・病後児保育事業は、第６次総合計画で、線引

きのない保育・幼児教育の推進を重点に施策化し、

力を入れていくこととしており、直近では事業内容

に変更がないため、重点事業から外れています。

Ｑ　こどもの居場所づくり支援事業について、前

年度比１４４万円の増額となっていますが、増額

の背景と理由を伺います。

Ｑ　基幹相談センターの実績から、現行の人員体

制を増員する検討は行いましたか。

Ａ　毎月、調整会議を実施しており、利用人数や

課題を共有しながら１年間進めてきました。令和８

年度予算計上に向けて実績等を踏まえ協議をした

ところ、人数の変更は行わないこととなりました。

Ａ　これまでの補助金は、月１回以上が１０万円、

月２回以上が２０万円が限度でしたが、こども食

堂については、開催回数１回当たり１万円、年間

最大５０回、５０万円を限度としました。学習支援

については、開催回数１回当たり３千円、年間最

大１００回で、３０万円を限度とし、令和８年度は

２４４万円の計上となり、前年比１４４万円の増額

となっています。

Ｑ　医療的ケア児の受入れ要望を受け、保育の質

の向上ポイントとしている点はありますか。

Ａ　清水口保育園については、民営化するととも

に、児童発達支援事業所を併設して障がい等があ

る子もない子も通いやすい園にしていく、また、医

療的ケア児に対しても看護師等の配置をしていき、

受入態勢を強化していきたいと考えています。

議案第２４号　令和 8年度
白井市歳入歳出予算　可決

Ａ　システムを導入することにより、利用者側では

本の検索と予約を行うことができ、省力化、効率化

といった観点から市民サービスとして非常に重要と

捉えています。マイナンバーカード連携につきまして

は、令和７年度末に５０人、令和８年度末に６００人、

令和９年度末に１２００人を目標値としています。マ

イナンバーカード連携をした方が、マイナンバーカ

ードを使って貸出しをした延べ人数につきましては、

令和７年度末に４００人、令和８年度末に４８００人、

令和９年度末に９６００人を目標値としています。

Ｑ　図書館電算システム導入により図書館利用

者にどのような利便性の向上に資することがで

きますか。マイナ図書カード利用者数をどのよ

うに想定していますか。

Ｑ　債務負担行為で体育館・武道剣道場のエアコ

ン設置を目指した令和８年度中の動きを伺います。

Ａ　令和８年度における体育館等のエアコン設置

につきましては、現在公募型プロポーザル方式に

て事業者の募集を開始しており、事業者の選定後

に設置工事が行われる準備期間となっています。 Ｑ　郷土資料館用備品は何を購入しますか。

Ａ　今回オーバーヘッドスキャナーの購入を予定し

ています。現状、古文書の修補作業前後の写真は、

職員が三脚とカメラで撮影しているところですが、

このスキャナーにより、厚みがあるものや凹凸（お

うとつ）があるものについても非常にうまく撮れる

ので、省力化、ＤＸ化を図ることを目的としています。

Ｑ　防災用備品１３７万円について、感震ブレ

ーカーの内容と有償とする値段を伺います。

Ａ　ばねの作動や重りの落下によってブレーカー

を遮断する簡易タイプのもので、市販価格で３千

円から４千円程度のものを、５００円程度で市民

に配付する予定です。

Ａ　今回、県が防災アセスメント調査を約１０年

ぶりに実施しており、ハザードマップの内容を更

新する必要があるため、紙ベースのものと、ホー

ムページでの公表を予定しています。
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し
撤
去
に
よ
り
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や
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６
次
総
合
計
画
、
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の
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て
、

追
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を
講
じ
る
考
え
は
。

国民健康保険特別会計　
予算額５６億５８６７万５千円

議案第２５号
国民健康保険特別会計予算　可決

Ｑ　子ども子育て支援金の一人あたりの負担額は。

Ａ　一人当たりの金額は、２５６１円です。

後期高齢者医療特別会計
予算額１３億８１３万５千円

議案第２７号　
後期高齢者医療特別会計予算　可決

議案第２９号
下水道事業会計予算　可決

Ｑ　給水戸数は対前年比２０件プラスですが、給
水量は前年と同様の理由を伺います。

Ａ　件数につきましては、実績等を踏まえた数値
となります。給水量につきましても、現状を勘案し、
記載の数量としていますが、傾向として世帯人口
が減っているため、１件当たりの使用水量が減っ
ていることが考えられます。

水道事業会計
予算額　収益的収入	 ６億６５２７万円
　　　　収益的支出	 ６億６５２７万円
　　　　資本的収入	 １００４万１千円
　　　　資本的支出	 ７１２４万４千円

議案第２８号
水道事業会計予算　可決

議案第２６号　
介護保険特別会計予算　可決

Ｑ　データヘルス事業は３６０万円増額ですが、
何を計画していますか。

Ａ　１つは、特定健康診査の受診者の勧奨委託で、
対象者を未受診者に拡大し、人数は６７人から１２４
人に増加見込みです。生活習慣病の重症化予防の特
定保健指導も対象者を拡大し、３１５人の予定です。

反対　�滞納者は病院で医療費を全額払えず、通院控
えにつながっています。政府は、滞納者が経
済的に苦しい場合は、病院窓口で１０割負担
しなくてよいと通知しています。これを何度伝
えても、市が制度を周知しないのは問題です。

Ｑ　令和８年度予算は、令和７年度と比べて保険
料は平均でどれくらい上がりますか。

Ａ　１人当たりの年間保険料は、平均１万４９１６
円上がる見込みです。

反対　�後期高齢者の方は、負担が重く保険料を払
うので精一杯で、病院に行きたくても医療
費を払えないので、「病院に行くのが怖い。」
と言っています。年金生活者にとって後期
高齢者医療負担は重すぎます。値上げされ
ることと加えて「子ども・子育て支援金」
加算に反対します。

Ｑ　ウォーターＰＰＰについて、県、近隣自治体

との調査検討は。

Ａ　今回の委託業務につきましては、あくまでも
市営水道事業に係る施設管理運営が対象になりま
すので、広域連携的な内容については含まれてい
ません。

反対　�国主導の水道事業官民連携ウォーターＰＰ
Ｐには大きな問題があります。１０年一括
発注は手抜き工事が見抜きづらく高くつく
可能性があり、市民の声が反映されにくい
心配もあります。民間任せにせず市の責任
で考えるべきです。国が目指す民間委託は、
過去に自治体が、リスクが大きいと慎重に
なり導入が進まず、地方自治が弱まる心配
もあり、導入を前提に１７５０万円もかけ
る調査に反対です。

下水道事業会計
予算額　収益的収入	１５億３９００万２千円
　　　　収益的支出	１５億３９００万２千円
　　　　資本的収入	 ４億３３４７万５千円
　　　　資本的支出	 ５億２７４５万９千円
Ｑ　全国で下水道の陥没事故が多発し、国でも調
査するよう求めています。昨年は、庁舎敷地内の
保健福祉センター前駐車場で陥没があり、工事し
ました。市全体の下水道の調査について令和８年
度予算のどこに入っていますか。

Ａ　下水道管渠の点検につきましては、ストック
マネジメントに合わせ、施設の重要度などを勘案
し、定期的に点検を実施しておりますが、令和８年
度予算においては、この点検業務の予定はありませ
ん。

反対　�上水道事業会計と同じ理由で反対します。

介護保険特別会計
予算額４８億８７５１万円
Ｑ　短期集中サービス通所型事業費委託料、訪
問型サービス活動事業委託料について内容の説
明をお願いします。

Ａ　令和７年度までモデル実施という形で、専門
職との面談による助言をもとに運動プログラムな
どを短期集中的に行うことで、元の生活に戻るた
めの事業を実施しており、令和８年度については、
モデル実施から本格実施へ移行する形となりま
す。訪問型サービス活動事業委託料は、短期集中
サービスを行う際の送迎委託料です。

反対　�紙おむつ支給などはありますが、病院に
行ったり、衛生用品など物価高騰で生活
が苦しく、サービスも限度額を超えると
負担が増えます。年金生活者にとって、
介護保険料の負担も重すぎます。

〈
発
議
案
第
２
号
〉
白
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

発議 2

白
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
常
任
委
員
会
の
所
管
の
一
部
を
改
正

市
の
組
織
が
、
企
画
財
政
部
か
ら
、
政
策
推
進
部
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
企
画
経
済
常
任
委
員
会

の
所
掌
も
変
更
し
ま
し
た
。

❶　

東
京
都
狛
江
市
の
「
主
権
者
教
育
」

　

狛
江
市
の
人
口
は
、
８
万
人
強
で
す
。
２
０
１
３
年
に
成

年
被
後
見
人
の
選
挙
権
が
回
復
し
、
知
的
・
精
神
障
が
い
者

と
認
知
症
の
方
が
選
挙
権
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
機

に
、
独
自
の
取
組
み
を
開
始
し
、
主
権
者
教
育
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
特
に
障
が
い
者
の
方
の
た
め
の
「
選
挙
情
報

と
投
票
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
重
視
し
、
投
票
意
欲
の
醸
成

か
ら
投
票
ま
で
を
支
援
。
市
で
は
、
投
票
所
の
環
境
整
備
や

模
擬
投
票
、
職
員
向
け
講
習
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
投
票

の
流
れ
を
絵
で
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」

は
全
国
に
広
が
り
、
投
票
の
手
伝
い
を
頼
む
た
め
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
全
員
に
配
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
候
補
者
に
よ
る
「
わ
か
り
や
す
い
演
説
会
・

広
報
誌
・
政
見
動
画
」
作
成
等
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
社
会
的
意
思
決
定
を
学
べ
る
全
国
初
の
「
総

合
的
な
主
権
者
教
育
計
画
」
を
作
成
。
教
育
者
向
け
の
「
わ

か
り
や
す
い
主
権
者
教
育
の
手
引
き
」
を
各
学
校
の
指
導
計

画
に
位
置
づ
け
、
全
国
１
２
０
０
も
の
特
別
支
援
学
校
に
も

広
め
て
い
ま
す
。
第
２
期
計
画
を
、
①
発
達
段
階
に
応
じ
た

取
組
み
、
②
家
庭
・
関
係
機
関
の
取
組
み
、
③
情
報
支
援
の

充
実
へ
と
進
化
さ
せ
、
め
ざ
す
べ
き
主
権
者
像
で
あ
る
「
社

会
で
自
立
し
、
他
者
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
自
ら
考
え
、

意
思
決
定
し
、
行
動
で
き
る
人
」
に
な
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。
地
域
で
も
、
選
挙
割
引
等
で
投
票
率
を
上
げ
る
機

運
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
親
子
参
加
の
選
挙
講
座
」

等
も
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
「
青
少
年
会
議
」
で
中
学
生
が
出
し
た
要
望
を
元
に
公

共
施
設
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
や
バ
ン
ド
練
習
が
で
き
る
防
音

室
を
作
る
等
、
子
ど
も
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
地
域
課
題
解
決
型
子
ど
も
議
会
」
は
、
予
算
も
含
め
た
ま
ち
づ

く
り
を
市
長
に
提
案
し
、
多
摩
川
に
憩
い
の
場
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
投
票
率
は
市
民
全
体
で
51
％
、
障
が
い
者
で
47
％
を
維
持
。

障
が
い
者
で
は
10
代
の
投
票
率
が
一
番
高
く
、
成
果
が
見
ら
れ

ま
す
。
主
権
者
教
育
を
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
実
践
的
な

取
組
み
は
、
ぜ
ひ
白
井
市
で
も
見
習
い
た
い
で
す
。

❷　

静
岡
県
静
岡
市
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」

　

静
岡
市
は
、
映
画
ロ
ケ
地
、
自
転
車
や
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
、

市
の
強
み
を
多
く
持
ち
、
生
か
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
市
の
仕
事
に
ど
う
取
り
入
れ
て
い
る
か
を
視
察
し

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
を
中
心
に
、
緻
密
に
段
階
を
踏
ん

だ
計
画
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
あ
り
き
で
な
く
、
推
進
課
が
各
課
の
職
員
か
ら
、
業
務

上
の
困
り
ご
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
よ
く
聞
き
取
り
、
効
果
が

あ
る
か
、
黒
字
に
な
る
か
、
何
よ
り
市
民
の
た
め
に
な
る
か
を

考
え
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
た
と
え

ば
、
子
育
て
の
伴
走
支
援
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、
庁
内
の
関
係
課

で
一
斉
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
推
進
課
の
職

員
が
各
課
の
状
況
や
希
望
に
配
慮
し
な
が
ら
、
市
民
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
で
考
え
て
ほ
し
い
と
各
課
の
職
員

に
丁
寧
に
話
し
て
進
め
て
い
る
そ
う
で
、
こ
の
姿
勢
が
最
も
す

ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
視
察
地
・
視
察
項
目
】

❶　

東
京
都
狛
江
市
の
「
主
権
者
教
育
」

　

官
・
民
・
家
庭
・
学
校
で
実
現
す
る
、
障
が
い

者
や
子
ど
も
を
含
め
た
自
己
決
定
と
社
会
参
加

❷　

静
岡
県
静
岡
市
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」

　

各
課
に
寄
り
添
い
、
市
民
第
一
で
進
め
る
、
地

に
足
の
つ
い
た
デ
ジ
タ
ル
化

視察視察
報告報告
視
察
視
察

報
告
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

�

令
和
７
年
10
月
29
日
～
30
日

①東京都狛江市

②静岡県静岡市
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　12人（22項目）の
質問があり、その概
要を掲載しました。
　詳細は会議録をご
覧ください。この文
章は各議員が作成し
ています。

市
政
の
こ
こ
が

�
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

�
知
り
た
い

議員名下QRコード
をスマートホンで読
み取ると、各議員の
一般質問の動画がご
覧になれます。

お知らせお知らせ

問　

市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
時
に
、
令
和
７

年
12
月
時
点
と
、
今
現
在
ど
の

よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た

か
。

答　

交
付
時
に
暗
証
番
号
を
決

め
て
入
力
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
急
に
思
い
つ
か
な
い
方
が

い
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

問　

ど
の
よ
う
に
活
用
及
び
利

便
性
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、
印

鑑
証
明
、
各
種
税
証
明
が
発
行

で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ほ
か
、

健
康
保
険
証
及
び
運
転
免
許
証

の
一
体
化
、
今
後
は
在
留
カ
ー

ド
の
一
体
化
も
行
わ
れ
る
予
定

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

あ
れ
ば
複
数
の
証
明
書
を
持
た

な
く
て
も
済
む
よ
う
、
利
便
性

も
向
上
し
て
い
ま
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
ひ
も
付
け
の
現
状
は
。

答　

被
保
険
者
証
の
廃
止
以
後
、

保
険
診
療
の
受
診
時
は
資
格
確

認
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
ひ
も
付
け
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

マ
イ
ナ
保
険
証
を
原
則
と
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持
し
て
い

な
い
方
は
、
従
来
の
紙
の
被
保

険
者
証
に
代
わ
る
資
格
確
認
書

の
提
示
で
受
診
も
可
能
で
す
。

問　

公
共
交
通
の
政
策
的
課
題

と
し
て
重
要
度
の
位
置
付
け
は
。

答　

自
家
用
車
に
頼
ら
ず
気
軽

に
外
出
で
き
る
よ
う
公
共
交
通

を
整
備
す
る
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
政
策
的
課
題
と
考
え
ま
す
。

問　

公
共
交
通
の
優
先
順
位
は
。

答　

重
点
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

公
共
交
通
の
あ
り
方
、
役

割
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

移
動
の
ニ
ー
ズ
や
市
の
将

来
像
に
合
わ
せ
柔
軟
に
変
化
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
が
地
域
住

民
の
生
活
に
与
え
る
評
価
は
。

答　

乗
車
ポ
イ
ン
ト
が
近
く
な

る
こ
と
や
、
自
身
の
都
合
に
合

わ
せ
た
予
約
が
可
能
と
な
る
こ

と
、
バ
ス
よ
り
所
要
時
間
が
短

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

令
和
８
年
の
交
通
対
策
は
。

答　

令
和
10
年
度
の
改
正
を
目

指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
な
ど

の
検
討
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

問　

路
線
バ
ス
の
便
数
が
大
幅

に
削
減
、
市
の
考
え
は
。

答　

私
か
ら
京
成
本
社
の
社
長
、

会
長
に
話
を
し
、
減
便
に
つ
い

て
再
考
を
要
望
し
、
先
日
バ
ス

事
業
者
か
ら
一
部
の
便
の
復
便

を
検
討
し
て
い
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
（
市
長
）。

問　

白
井
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
公
共
施
設
の
総
合

的
・
計
画
的
・
長
期
的
視
点
で

期
間
を
40
年
間
と
す
る
計
画
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
時
に
建
設

し
た
建
築
系
・
土
木
系
公
共
施

設
の
老
朽
化
や
利
便
性
向
上
に

つ
い
て
、
今
回
の
改
定
案
に
出

て
い
る
最
適
配
置
と
は
。

答　

新
た
に
公
共
施
設
最
適
配

置
基
本
方
針
を
定
め
施
設
評

価
・
エ
リ
ア
全
体
の
面
的
評
価

で
将
来
に
渡
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
、
必
要
な
機

能
の
最
適
配
置
を
全
庁
横
断
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
法
律
や

補
助
金
要
件
等
の
整
理
、
エ
リ

ア
価
値
向
上
を
目
指
し
た
官
民

連
携
手
法
等
も
取
り
入
れ
最
適

配
置
を
目
指
す
考
え
で
す
。

問　

水
銀
に
よ
る
環
境
問
題
や

健
康
被
害
リ
ス
ク
、
省
エ
ネ
推

進
で
、
２
０
２
７
年
度
末
、
全

て
の
蛍
光
灯
が
製
造
終
了
と
な

る
こ
と
へ
の
市
の
対
応
は
。

答　

５
施
設
は
既
に
リ
ー
ス
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
替
え
を
完
了
。

他
施
設
も
大
規
模
改
修
工
事
で

の
対
応
、
リ
ー
ス
等
に
よ
り
順

次
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問　

大
規
模
改
修
の
要
素
に
は
、

脱
炭
素
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
省
エ
ネ
・

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
考
え
を
加

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
改
修
内
容
の
見
直
し
は
。

答　

第
３
次
環
境
基
本
計
画
・

第
５
次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
で
、
公
共
施
設
等
の
省
エ

ネ
等
推
進
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
検
討
。

障
害
者
計
画
で
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
推
進
し
、
全
て
の
人
が
不

便
の
な
い
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問　

公
共
施
設
を
市
が
保
持
し

て
い
く
限
り
、
ず
っ
と
か
か
る

運
営
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
は
。

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
実
効
性
を
高
め
、
計
画
的

長
寿
命
化
対
策
・
最
適
配
置
に

よ
る
施
設
総
量
の
縮
減
・
官
民

連
携
等
を
進
め
、
維
持
管
理
費

用
の
削
減
や
将
来
負
担
の
平
準

化
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

駅
周
辺
活
性
化
や
公
共
施

設
大
規
模
改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
活
か
し
、
起
業
・
創
業
に
貢

献
で
き
る
白
井
市
の
施
設
、
立

ち
上
げ
か
ら
成
長
フ
ェ
ー
ズ
ま

で
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
は
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
の
前
期

基
本
計
画
に
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
っ
た
多
様
な
働
き
方
の

支
援
」
と
し
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
活
動
拠
点
１
か
所
の
設
置
を

目
標
数
値
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
後
の
公
共
施
設
の
最
適
配
置
と

�

利
便
性
向
上
を
問
う

平
田　

新
子
議
員

白
井
駅
南
口
の
滑
り
や
す
い

�

タ
イ
ル
へ
の
対
応
は

多
す
ぎ
ま
せ
ん
か
、
随
意
契
約

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の

�

市
民
の
起
業
・
創
業
を
問
う

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

�

実
証
実
験
が
始
ま
り
ま
す

使
用
し
て
い
ま
す
か

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

石
田　

里
美
議
員

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
と
市
の
活
用
方
法
は
。

答　

行
政
が
計
画
や
法
令
の
策

定
時
に
案
を
公
表
し
、
広
く
市

民
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
手
続

き
で
す
。
市
で
は
市
民
参
加
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
条
例
に
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

問　

今
年
度
の
実
施
回
数
と
申

請
数
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

に
よ
る
申
請
数
は
。

答　

15
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
対
し
３
０
４
件
、
う
ち

電
子
メ
ー
ル
１
２
２
件
、
ウ
ェ

ブ
フ
ォ
ー
ム
23
件
、
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
31
件
で
し
た
。

問　

前
向
き
な
意
見
に
対
し
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
。

答　

で
き
る
限
り
市
の
案
に
反

映
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

変
更
が
大
き
い
場
合
、
審
議
会

を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問　

白
井
駅
南
口
に
は
滑
り
や

す
い
タ
イ
ル
と
滑
り
に
く
い
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
市
民
か

ら
東
側
通
路
に
て
夜
間
雨
天
時

に
転
倒
骨
折
に
よ
り
入
院
し
た

と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
対

策
は
。

答　

南
口
は
当
初
タ
イ
ル
で
整

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
年
劣
化

に
よ
り
駅
か
ら
主
要
ラ
イ
ン
は

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
者
が
、

店
舗
出
入
口
へ
の
ラ
イ
ン
は
市

が
滑
り
に
く
い
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
に
改
修
し
ま

し
た
が
、
該
当
箇
所
は
未
改
修

で
す
。
今
回
転
倒
事
故
が
発
生

し
た
周
辺
に
滑
り
止
め
カ
ラ
ー

舗
装
を
今
年
度
中
に
行
い
ま
す
。

問　

郵
便
局
に
通
じ
る
西
側

ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
通
路
は
。

答　

同
じ
く
滑
り
止
め
カ
ラ
ー

舗
装
を
行
い
ま
す
。

問　

白
井
駅
南
口
及
び
西
白
井

駅
北
口
で
は
、
夜
間
滑
り
に
く

い
ブ
ロ
ッ
ク
と
滑
り
や
す
い
タ

イ
ル
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
か
。

答　

他
市
の
事
例
な
ど
、
今
後

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

白
井
駅
南
口
に
は
故
障
後

20
年
経
過
し
た
「
梨
の
泉
」
が

あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら
美
観
と

安
全
性
を
理
由
に
撤
去
の
要
望

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
前
倒

し
撤
去
に
よ
り
芝
生
や
花
壇
に

変
更
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　

第
６
次
総
合
計
画
、
前
期

実
施
計
画
の
中
心
都
市
拠
点
・

生
活
拠
点
づ
く
り
事
業
に
て
梨

の
泉
も
含
め
た
駅
前
広
場
の
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
対
象
と

し
た
白
井
市
の
観
光
政
策
」
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
周
知
と

�

活
用
方
法
は

荒
井　

靖
行
議
員

問　

今
年
９
月
か
ら
生
活
道
路

の
法
定
速
度
は
一
律
時
速
60
キ

ロ
か
ら
30
キ
ロ
へ
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
白
井
市
に
お
け
る
生

活
道
路
と
は
。

答　

市
街
化
区
域
、
市
街
化
調

整
区
域
の
区
別
な
く
、
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
や
中
央
分
離
帯
が

な
く
、
速
度
規
制
の
標
識
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
市
道
や
法
定

外
道
路
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

問　

ど
の
よ
う
な
地
区
で
対
象

と
な
る
道
路
が
多
い
で
す
か
。

答　

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域

や
西
白
井
ベ
リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
、

白
井
地
区
や
冨
士
地
区
に
は
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
な
い
生
活
道

路
が
多
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

９
月
１
日
の
施
行
ま
で
に
、

市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
し

ま
す
か
。

答　

警
察
が
実
施
す
る
周
知
活

動
に
協
力
し
、
警
察
と
連
携
し

て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
し

ろ
い
な
ど
に
お
い
て
も
市
民
に

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

問　

随
意
契
約
と
い
う
の
は
一

般
競
争
入
札
を
原
則
と
す
る
契

約
方
式
の
例
外
で
、
競
争
性
が

確
保
で
き
な
い
場
合
に
限
っ
て

認
め
ら
れ
ま
す
。
随
契
と
す
る

判
断
基
準
は
何
で
し
ょ
う
か
。

答　

地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
１
項
に
定
め

ら
れ
た
要
件
に
基
づ
き
、
そ
の

可
否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。
特

に
第
２
号
に
該
当
す
る
契
約
が

多
い
で
す
が
、
業
務
の
特
殊
性

な
ど
か
ら
、
第
三
者
に
履
行
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か

否
か
な
ど
を
具
体
的
な
判
断
基

準
と
し
て
い
ま
す
。

問　

過
去
５
年
間
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
入
札
総
額
よ
り
も
随
契

総
額
の
方
が
多
い
、
あ
る
い
は

ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
件
数
で
は

３
か
ら
４
割
は
随
意
契
約
で
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
随
意
契
約
で

１
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
こ
と

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
こ

れ
が
本
当
に
健
全
な
形
の
契
約

形
態
な
の
か
疑
問
で
す
。
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答　

緊
急
時
な
ど
に
事
務
手
続

き
を
省
略
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ

ト
、
競
争
入
札
と
比
べ
選
定
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
性
が
低
い
の
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ま
す
。

問　

透
明
性
、
競
争
性
が
低
い

と
い
う
こ
と
の
対
策
と
し
て
、

追
加
措
置
を
講
じ
る
考
え
は
。

答　

現
時
点
で
は
対
策
を
講
じ

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
道
路
の
制
限
速
度
が

�

９
月
か
ら
時
速
30
キ
ロ
に

柴
田　

圭
子
議
員
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問　

不
登
校
児
童
生
徒
等
、
給

食
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
子

ど
も
へ
の
配
食
等
支
援
の
必
要

性
を
こ
れ
ま
で
提
起
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
の
進
捗
は
。

答　

ま
だ
ま
だ
十
分
な
検
討
と

体
制
整
備
が
必
要
で
す
。

問　

国
が
始
め
る
給
食
無
償
化

は
一
人
月
５
２
０
０
円
を
個
人

で
は
な
く
自
治
体
へ
交
付
金
措

置
し
ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒

等
の
給
食
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答　

そ
こ
も
踏
ま
え
て
現
在
検

討
中
で
す
。

問　

給
食
提
供
に
関
し
て
、
市

の
考
え
を
示
し
て
下
さ
い
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
提
供
可

能
か
準
備
も
含
め
検
討
中
で
す
。

問　

ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
も

一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

答　

ど
う
す
れ
ば
給
食
を
食
べ

る
機
会
が
作
れ
る
か
。
色
々
な

課
題
が
あ
り
、
そ
の
辺
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

健
康
診
断
の
実
施
方
法
も

こ
れ
ま
で
提
案
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
の
進
捗
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
公
式
ラ
イ
ン
等
を
活
用

し
た
情
報
提
供
。
ま
た
、
学
校

医
の
病
院
で
本
人
が
行
け
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
受
検
で
き
る
よ
う

に
、
市
医
師
会
と
協
議
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

ヤ
ン
グ
ハ
ー
ト
の
施
設
老

朽
化
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

答　

な
る
べ
く
時
間
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

公
民
館
は
、
戦
後
以
来
、

社
会
教
育
機
関
、
自
治
振
興
の

機
関
、
次
世
代
育
成
の
場
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

社
会
教
育
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
基
盤
を
耕
す
営
み
で
あ

り
、
一
般
行
政
の
土
台
に
な
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移

行
す
る
こ
と
で
公
民
館
が

担
う
べ
き
社
会
教
育
の
機

能
が
低
下
す
る
恐
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答　

総
合
的
に
考
え
て
い

く
中
で
、
指
摘
の
件
も
整

理
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

問　

社
会
教
育
を
ど
う
捉

え
て
広
げ
て
い
く
か
、
ビ

ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

施
設
再
編
成
で
用
途
を
変

え
て
い
く
と
き
に
、
利
用
者
や

関
係
者
と
議
論
を
し
な
が
ら
総

合
的
に
考
え
進
め
た
い
で
す
。

問　

公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
固
め
て
は
。

答　

全
て
の
人
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
施
設
改
修
時

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
に

白
井
駅
と
西
白
井
駅
に
設
置
し

た
分
煙
施
設
の
利
用
状
況
は
。

答　

一
日
当
り
白
井
駅
が

１
０
５
人
、
西
白
井
駅
が

４
１
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

分
煙
施
設
に
市
の
広
報
や

企
業
広
告
な
ど
を
活
用
し
て

は
。　

答　

火
災
防
止
を
優
先
し
、
極

力
控
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問　

重
点
区
域
の
見
回
り
は
。

答　

週
２
日
、
２
人
１
組
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

答　

問
題
が
あ
る
と
捉
え
る
西

白
井
駅
前
商
店
街
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
が
あ
り
、
印
西
警
察
に
も

巡
回
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　

市
の
喫
煙
職
員
は
ど
こ
で

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

見
聞
き
し
て
い
る
範
囲
で

は
、
職
員
駐
車
場
の
自
家
用
車

の
中
で
吸
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

問　

多
額
の
た
ば
こ
税
を
市
に

収
め
て
い
る
職
員
の
た
め
に
、

分
煙
施
設
を
検
討
し
て
は
。

答　

市
役
所
内
を
全
面
禁
煙
す

る
こ
と
で
、
健
康
的
な
環
境
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
分
煙
施

設
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

後
期
高
齢
者
の
運
転
免
許

証
取
得
状
況
は
。

答　

後
期
高
齢
者
１
万
４
６
３

人
の
う
ち
、
４
５
９
１
人
が
保

有
し
て
い
ま
す
。

問　

免
許
証
の
自
主
返
納
状
況
。

答　

印
西
警
察
署
が
管
内
で
受

理
し
た
件
数
は
、
１
年
間
で

４
５
９
件
と
の
こ
と
で
す
。

問　

自
主
返
納
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
な

く
安
心
で
き
る
こ
と
が
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
自
動
車
移
動
の
場
所
へ
行

き
づ
ら
く
な
る
こ
と
で
す
。

問　

自
主
返
納
者
へ
の
特
典
は
。

答　

運
転
免
許
証
不
得
者
と
の

公
平
性
が
担
保
で
き
な
い
た
め

実
施
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

ナ
ッ
シ
ー
号
の
収
支
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
、
運
行
費

用
が
９
３
７
９
万
円
、
運
賃
収

入
が
１
１
３
７
万
円
で
し
た
。

問　

そ
の
う
ち
後
期
高
齢
者
が

支
払
っ
た
金
額
は
。

答　

70
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー

回

数

券

の

売

り

上

げ

は

２
１
１
万
８
千
円
で
す
。

問　

ナ
ッ
シ
ー
号
の
収
支
に
ほ

と
ん
ど
影
響
が
な
い
た
め
、
後

期
高
齢
者
と
免
許
証
自
主
返
納

者
へ
無
料
パ
ス
を
付
与
し
て
は
。

答　

総
合
的
に
考
慮
し
な
が
ら
、

運
賃
見
直
し
に
当
た
っ
て
配
慮

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

令
和
８
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
白
井
市
地
域
公
共
交
通

計
画
の
基
本
方
針
１
「
誰
も
が

目
的
に
応
じ
て
便
利
に
利
用
で

き
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
網
を

つ
く
る
」
に
つ
い
て
取
組
み
は
。

答　

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
路
線
を
再
編
し
、
主
に
市

内
の
拠
点
間
及
び
市
街
化
区
域

内
に
ル
ー
ト
を
短
縮
す
る
こ
と

で
、
所
要
時
間
の
短
縮
や
便
数

増
を
図
る
と
と
も
に
、
民
営
路

線
バ
ス
の
減
便
な
ど
に
よ
り
通

勤
、
通
学
に
不
便
が
生
じ
て
い

る
七
次
台
地
区
、
冨
士
地
区
な

ど
の
市
街
地
や
、
白
井
工
業
団

地
に
お
け
る
通
勤
、
通
学
輸
送

の
補
完
も
進
め
ま
す
。
再
編
に

併
せ
て
、
鉄
道
バ
ス
路
線
か
ら

離
れ
た
地
域
で
は
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
等
の
導
入
に
よ
り
移

動
手
段
を
確
保
す
る
ほ
か
、
国

庫
補
助
を
活
用
し
た
民
営
路
線

バ
ス
網
の
維
持
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
運
賃
割
引
制

度
の
見
直
し
、
移
動
に
支
援
が

必
要
な
人
の
外
出
支
援
の
確
保

等
を
進
め
ま
す
。

問　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入

に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
設
置
場

所
等
、
ど
う
進
め
ま
す
か
。

答　

当
初
の
設
置
場
所
は
、
白

井
駅
、
西
白
井
駅
、
市
役
所
、

冨
士
公
園
、
白
井
木
戸
公
園
、

七
次
第
二
公
園
、
中
木
戸
公
園
、

公
民
セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
コ
ミ

プ
ラ
等
の
12
か
所
で
３
月
２
日

よ
り
開
始
予
定
で
す
。

問　

地
域
が
主
体
と
な
る
新
た

な
移
動
手
段
の
導
入
と
は
、
グ

リ
ス
ロ
を
想
定
す
る
も
の
で
す

か
。
そ
の
導
入
支
援
は
。

答　

グ
リ
ス
ロ
は
一
つ
の
選
択

肢
で
、
特
定
の
車
両
を
前
提
と

し
ま
せ
ん
。
市
の
導
入
支
援
と

し
て
は
、
地
域
の
実
情
や
移
動

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
検
討
段
階
か

ら
運
営
ま
で
を
継
続
的
に
支
援

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
そ
の

地
域
の
皆
様
と
移
動
に
関
す
る

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
、
そ

の
地
域
に
と
っ
て
適
し
た
移
動

手
段
の
検
討
、
運
営
体
制
の
立

ち
上
げ
、
車
両
等
の
調
達
、
国

や
県
の
補
助
金
申
請
、
道
路
運

送
法
に
基
づ
く
許
可
申
請
等
の

助
言
な
ど
、
伴
走
支
援
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
初
期

整
備
や
運
営
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
補
助
制
度
の
創
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問　

全
国
で
初
め
て
自
動
運
転

バ
ス
の
レ
ベ
ル
４
の
公
道
走
行

実
証
が
柏
市
に
て
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
比
較
的
道
路
の
広
い
白

井
市
は
導
入
し
や
す
く
、
運
転

手
不
足
の
課
題
解
決
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
駅
周
辺
の
再
開
発

と
併
せ
て
、
こ
う
し
た
先
進
事

例
の
導
入
へ
市
の
考
え
は
。

答　

現
時
点
で
は
状
況
を
注
視

し
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

�

不
利
益
解
消
を
め
ざ
す
支
援
の
拡
充
を

市
役
所
に
分
煙
所
を

市
民
が
安
心
で
き
る

�

移
動
手
段
の
確
保
を

小
田
川　

敦
子
議
員

岩
田　

典
之
議
員

石
原　

淑
行
議
員

後
期
高
齢
者
と
運
転
免
許
証
返
納
者
に
は

�

ナ
ッ
シ
ー
号
を
無
料
に

市
民
の
望
む

�

公
共
交
通
問
題
の
解
決
を

公
民
館
機
能
の
見
直
し
と
同
時
に

�

社
会
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て

問　

補
聴
器
購
入
補
助
を
求
め

る
市
民
の
署
名
は
千
六
百
以
上
。

補
助
額
も
港
区
の
14
万
５
千
円

な
ど
増
え
て
い
ま
す
。
実
施
は
。

答　

全
国
一
律
で
実
施
す
る
べ

き
で
、
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
軽
度
中
等
度
難
聴
者
へ
の

助
成
は
国
へ
要
請
し
て
い
ま
す
。

問　

ナ
ッ
シ
ー
号
の
ル
ー
ト
や

運
行
日
ほ
か
の
課
題
と
対
策
は
。

答　

課
題
は
、
所
要
時
間
の
長

さ
、
便
数
の
少
な
さ
、
工
業
団

地
の
通
勤
需
要
、
七
次
台
や
冨

士
の
民
営
路
線
バ
ス
の
大
幅
減

便
、
渋
滞
や
遅
延
、
運
転
手
不

足
等
で
す
。対
応
と
し
て
、ル
ー

ト
の
一
部
廃
止
や
再
編
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
や
地
域
主
体
の

移
動
手
段
の
導
入
を
進
め
、
日

曜
・
祝
日
運
行
は
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
判
断
し
ま
す
。

問　

公
共
交
通
計
画
案
で
廃
止

予
定
の
今
井
・
平
塚
か
ら
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
ル
ー
ト

は
、
乗
降
者
が
多
く
年
間
１
万

人
以
上
で
す
。
こ
こ
で
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
を
し
、

10
年
度
導
入
予
定
で
す
。
要
望

が
多
い
ナ
ッ
シ
ー
号
の
日
・
祝

運
行
は
令
和
10
年
度
の
実
験
後
、

12
年
の
導
入
も
未
確
定
で
す
が
、

10
年
度
に
開
始
で
き
る
の
で
は
。

答　

ナ
ッ
シ
ー
号
は
平
成
12
年

に
は
毎
日
運
行
し
、
日
曜
の
利

用
者
が
大
幅
に
少
な
く
費
用
等

を
考
え
廃
止
。近
接
市
で
も
日
・

祝
の
バ
ス
利
用
者
は
大
幅
に
少

な
い
そ
う
で
す
。
20
年
以
上
た

つ
の
で
日
・
祝
の
試
験
運
行
を

行
い
、
ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果

を
検
証
し
て
判
断
し
ま
す
。

問　

バ
ス
運
賃
の
見
直
し
と
は

値
上
げ
な
の
か
、
考
え
方
は
。

答　

民
営
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
と

の
共
生
、
物
価
、
収
支
等
を
考

え
、
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

問　

運
賃
を
値
上
げ
し
、
利
用

も
収
入
も
減
っ
た
ら
目
も
当
て

ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
前
か
ら
、

生
ご
み
の
水
切
り
で
重
さ
を
減

ら
し
て
ご
み
処
理
料
を
何
千
万

円
も
減
ら
し
た
財
源
で
、
バ
ス

や
ベ
ン
チ
を
増
や
す
提
案
を
し

て
い
ま
す
。
財
源
や
運
賃
は
よ

く
考
え
て
下
さ
い
。
最
後
に
北

総
鉄
道
に
つ
い
て
、
高
い
運
賃

対
策
は
、
鉄
道
会
社
の
株
主
総

会
以
外
で
も
、
も
っ
と
行
動
し

て
下
さ
い
。
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア

は
、
ホ
ー
ム
は
重
さ
に
充
分
耐

え
ら
れ
、
補
助
金
も
出
ま
す
。

複
々
線
に
な
っ
て
も
危
険
で
す
。

北
総
鉄
道
、
京
成
電
鉄
に
設
置

を
訴
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

答　

安
全
対
策
は
重
要
で
す
の

で
話
し
て
い
き
ま
す
（
市
長
）。

高
い
補
聴
器
購
入
に

�

補
助
金
を

徳
本　

光
香
議
員
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問　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
に

伴
う
税
収
の
見
通
し
を
伺
い
ま

す
。

答　

財
政
推
計
で
は
、
既
に
建

設
が
決
定
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
に
係
る
固
定
資
産
税
等

を
令
和
10
年
度
か
ら
順
次
課
税

す
る
見
込
み
で
、
令
和
17
年
度

に
は
約
40
億
円
の
増
収
と
な
る

見
込
み
で
す
。

問　

財
政
力
指
数
の
見
通
し
は
。

答　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

税
収
増
に
よ
り
、
財
政
力
指
数

は
上
昇
し
、
最
終
的
に
１
を
超

え
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　

財
政
力
指
数
の
水
準
に
つ

い
て
の
市
の
認
識
は
。

答　

１
を
大
き
く
超
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

将
来
の
税
収
基
盤
強
化
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答　

本
市
で
は
行
政
経
営
指
針

に
基
づ
き
、
自
立
し
た
財
政
運

営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
企
業

誘
致
な
ど
を
進
め
、
国
や
県
の

補
助
金
に
依
存
し
な
い
行
財
政

運
営
を
行
い
、
財
政
力
指
数
で

１
．
10
以
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

公
共
施
設
の
最
適
配
置
は

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
る

の
で
し
ょ
う
か
。

答　

施
設
を
建
物
と
機
能
に
分

け
て
評
価
し
、
現
在
や
将
来
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
機
能
を
多
角

的
に
検
討
し
た
う
え
で
、
効
率

的
・
効
果
的
な
配
置
を
目
指
し

ま
す
。

問　

公
共
施
設
と
し
て
、
学
校

施
設
の
位
置
づ
け
を
伺
い
ま
す
。

答　

学
校
施
設
は
教
育
施
設
で

あ
る
と
同
時
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
防
災
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
担
う
重
要
な
施
設
で
す
。

そ
の
た
め
、
児
童
生
徒
数
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

を
持
っ
て
全
庁
横
断
的
に
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問　

少
人
数
校
の
教
育
環
境
に

つ
い
て
、
課
題
認
識
を
教
育
委

員
会
に
伺
い
ま
す
。

答　

少
人
数
校
で
は
、
人
間
関

係
の
固
定
化
、
教
育
活
動
の
制

限
、
教
員
の
負
担
、
進
学
後
の

適
応
不
安
な
ど
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

将
来
的
な
学
校
配
置
の
検

討
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
に
伺
い
ま
す
。

答　

学
校
施
設
は
教
育
以
外
に

も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
防
災

拠
点
の
機
能
を
持
つ
た
め
、
児

童
生
徒
数
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
て
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

財
政
力
指
数
１
．
１
０
以
上
を

�

目
指
す
ま
ち
づ
く
り

久
保
田　

江
美
議
員

学
校
と
公
共
施
設
で
つ
く
る

�

ま
ち
の
未
来

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
状
況
と

�

今
後
の
対
応

問　

冨
士
地
区
の
通
勤
通
学
で

鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
を
使
う
人
達
に

と
っ
て
唯
一
の
交
通
手
段
が

バ
ス
で
す
。
１
月
６
日
に
突

然
「
16
日
か
ら
減
便
す
る
」
と

の
知
ら
せ
が
バ
ス
停
留
所
に
貼

ら
れ
ま
し
た
。
減
便
の
発
表
が

あ
っ
た
翌
日
の
７
日
の
６
時
台

の
バ
ス
に
乗
っ
て
、
乗
客
10
人

に
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、

住
民
の
皆
さ
ん
は
減
便
に
困
っ

て
い
ま
す
。
障
害
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、
片
道
20
分
以
上
歩

い
て
鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
ま
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
高

齢
の
女
性
は
、
徒
歩
は
つ
ら
い

の
で
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
市
は
事
前
に
ど
の
よ
う

な
情
報
を
把
握
し
、
住
民
へ
の

説
明
を
し
ま
し
た
か
。

答　

京
成
バ
ス
千
葉
ウ
エ
ス
ト

株
式
会
社
か
ら
、
市
に
減
便
実

施
の
通
知
が
あ
っ
た
の
は
、
昨

年
12
月
17
日
で
す
。
令
和
８
年

１
月
16
日
に
減
便
を
行
う
こ
と

を
受
け
て
市
は
、
１
月
６
日
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
振
替
ル
ー

ト
の
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
。

問　

復
便
さ
れ
る
と
し
た
ら
い

つ
頃
に
な
る
の
か
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

答　

先
日
事
業
者
か
ら
復
便
を

検
討
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
結
論
は
ま
だ
聞
い
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

問　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設

で
、
脱
炭
素
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
環
境
審
議
会
で
も
協
定
を

結
ぶ
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
工
事
や
稼
働
に
伴
う
影
響

に
対
し
て
、
住
民
の
間
に
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で

暮
ら
す
者
と
し
て
「
安
心
で
き

る
環
境
を
確
保
し
た
い
」
と
い

う
、
ご
く
自
然
な
思
い
か
ら
生

じ
て
い
る
も
の
で
す
。
市
内
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
状
況
と
今

後
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

答　

市
内
で
は
、
稼
働
中
の
１

棟
の
ほ
か
８
棟
に
関
す
る
建
設

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
、
法
目
・
上
長
殿
地
区
に
お

い
て
、
６
棟
の
建
設
に
向
け
て

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

近
隣
の
住
民
に
よ
る
と
、

常
に
振
動
で
食
器
棚
が
カ
タ
カ

タ
音
を
立
て
る
毎
日
だ
そ
う
で

す
。巨
大
な
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー

ン
が
倒
れ
大
事
故
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
騒
音
・

振
動
の
測
定
を
し
ま
す
か
。

答　

市
で
は
騒
音
計
等
を
所
有

し
て
お
り
苦
情
内
容
に
応
じ
て

測
定
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

冨
士
地
区
の
交
通
不
便
の

�

解
消

根
本　

敦
子
議
員

問　

予
算
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は

固
定
資
産
税
等
市
税
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
一
方
、
人
件
費
や

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

へ
の
負
担
金
の
増
等
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
予
算
と
す
る
た
め
事
業
の

必
要
性
、
適
時
性
、
費
用
対
効

果
等
を
確
認
し
事
業
の
優
先
順

位
を
つ
け
精
査
を
行
い
ま
し
た
。

問　

第
６
次
総
合
計
画
の
前
期

基
本
計
画
の
ど
こ
に
重
点
を
置

い
た
予
算
編
成
で
す
か
。

答　

次
世
代
を
担
う
子
供
達
の

学
び
、
体
験
、
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
施
策
に
重
点
を
置
き

暮
ら
し
の
安
心
を
守
る
施
策
や

人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
、
産

業
振
興
の
向
上
等
次
の
時
代
に

繋
げ
る
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

若
い
世
代
が
定
住
し
た
い

と
感
じ
る
環
境
づ
く
り
の
課
題

と
取
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

子
供
の
出
生
前
後
に
心
配

な
こ
と
と
し
て
経
済
的
な
負
担

を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

か
ら
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
化

し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
結

婚
新
生
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
、
高
校
生
年
代
か
ら
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
機
会
の
創

出
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

た
取
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

全
て
の
小
中
学
校
の
体
育

館
等
に
停
電
対
応
型
エ
ア
コ
ン

を
設
置
、
小
中
学
校
生
の
給
食

を
無
償
化
す
る
こ
と
、
小
中
学

校
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
速
度

を
改
善
す
る
た
め
の
工
事
を
行

う
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

問　

停
電
対
応
型
エ
ア
コ
ン
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答　

体
育
館
は
大
空
間
で
あ
り

避
難
所
と
し
て
停
電
対
策
も
求

め
ら
れ
る
特
殊
な
施
設
で
あ
る

た
め
、
普
通
・
特
別
教
室
と
は

違
い
、
災
害
時
に
空
調
の
運
転
、

非
常
照
明
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
電
源
確
保
が
で
き
ま
す
。

問　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
業
務
効
率
化
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

誰
で
も
議
会
を
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
議
場
と
委
員
会

室
の
シ
ス
テ
ム
機
器
を
更
新
し
、

議
会
の
映
像
配
信
に
Ａ
Ｉ
字
幕

を
導
入
し
ま
す
。
市
税
等
の
徴

収
業
務
の
効
率
化
の
た
め
電
話

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
自
動
音
声
架
電
に
よ

る
納
税
催
促
を
実
施
す
る
自
動

架
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

問　

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

個
人
が
自
分
の
農
地
で
農

業
を
営
む
や
り
方
か
ら
市
内
外

の
方
が
関
わ
れ
る
農
や
半
農
半

Ⅹ
な
ど
新
し
い
農
業
へ
の
関
わ

り
方
を
促
進
し
収
益
性
の
高
い

産
業
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

令
和
８
年
度
予
算
編
成
で
わ
か
る

�

市
民
生
活
の
向
上

石
井　

恵
子
議
員

問　

本
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
。

答　

地
域
住
民
が
災
害
時
に
ど

う
行
動
す
る
か
を
自
ら
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
、
訓
練
対

象
地
域
の
南
山
小
学
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
中
心
と
し
た

市
民
参
加
型
の
訓
練
を
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
各
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
・
南
山
小
中

学
校
・
白
井
高
校
の
児
童
生

徒
・
白
井
国
際
交
流
協
会
や
障

が
い
者
支
援
団
体
の
協
力
に
よ

る
外
国
人
市
民
お
よ
び
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
の
参
加
を
募
り
、

安
否
確
認
訓
練
や
要
配
慮
者
の

避
難
行
動
支
援
、
消
防
団
と
自

主
防
災
組
織
の
連
携
に
よ
る
応

急
救
護
お
よ
び
初
期
消
火
訓
練
、

消
防
団
と
消
防
署
の
連
携
に
よ

る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
人
命
救
助

や
二
次
的
に
発
生
す
る
火
災
の

対
応
訓
練
な
ど
を
新
た
に
実
施

し
ま
し
た
。

問　

外
国
人
市
民
の
感
想
は
。

答　

７
か
国
25
名
が
参
加
さ
れ
、

「
日
本
に
来
て
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
母
国
で
は
地
震
が
ほ

と
ん
ど
起
き
る
こ
と
が
な
い
た

め
、
良
い
経
験
に
な
り
、
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問　

児
童
生
徒
の
要
支
援
者
の

避
難
支
援
訓
練
の
内
容
は
。

答　

自
力
歩
行
が
困
難
な
方
へ

の
移
動
支
援
と
し
て
車
椅
子
や

リ
ヤ
カ
ー
移
動
補
助
、
日
本
語

の
理
解
が
難
し
い
外
国
人
市
民

に
対
し
て
避
難
誘
導
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
支
援
す
る
側
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
車
椅
子
や

リ
ヤ
カ
ー
に
乗
り
支
援
さ
れ
る

側
の
役
割
も
体
験
し
ま
し
た
。

問　

今
後
の
総
合
防
災
訓
練
は
。

答　

こ
の
２
年
間
は
、
発
災
直

後
の
初
動
期
対
応
を
中
心
と
し

た
訓
練
で
し
た
が
、
そ
の
後
の

避
難
所
運
営
や
生
活
支
援
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
避
難
所
開
設

か
ら
避
難
所
生
活
維
持
の
運
営

訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
長
期
化
す
る
災
害
に
備

え
地
域
住
民
自
ら
主
体
的
に
避

難
所
運
営
に
係
わ
る
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
よ
り

実
践
的
な
訓
練
と
す
る
た
め
避

難
所
と
な
る
小
学
校
区
単
位
に

展
開
し
、
引
き
続
き
南
山
小
学

校
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

要
配
慮
者
の
避
難
行
動
の

支
援
は
。

答　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を

行
い
、
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し

て
い
る
方
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
に
お
住
ま
い
の
方
を
優
先

的
に
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
る
こ
と
と
し
、
民
生
委

員
・
自
治
会
長
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
共
に

訪
問
・
聞
き
取
り
を
行
い
新
た

に
８
件
の
個
別
避
難
計
画
の
作

成
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

災
害
時
に
共
に
支
え
合
う

�

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

武
藤　

美
砂
子
議
員
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編
　
集
　
後
　
記

　

「
白
井
の
春
の
梨
の
花　

愛
馬
と
共
に
住
む
里
は　

あ
あ

清
新
の
わ
が
母
校
」
競
馬
学
校
の
校
歌
に
白
井
の
風
情
が

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
年
前
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
日

本
馬
術
会
に
92
年
ぶ
り
に
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
「
初
老

ジ
ャ
パ
ン
」。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
戸
本
一
真
氏
は
、
か

つ
て
競
馬
学
校
の
教
官
で
し
た
。
自
分
た
ち
を
信
じ
て
準

備
を
し
挑
戦
し
続
け
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
先
に
は
、
次
世

代
と
共
に
歩
む
更
な
る
高
嶺
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
60
年
に
一
度
の
「
丙
午
（
ひ
の

え
う
ま
）」、
情
熱
的
で
挑
戦
す
る
の
に
最
適
な
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
３
月
に
令
和
８
年
度
「
駆
け
る
！
次
世
代

に
踏
み
出
す
挑
戦
予
算
」
が
可
決
さ
れ
、走
り
出
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
ま
で
市
政
の
情
報
を
丁
寧
に
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
武
藤
美
砂
子
）

議案等番号 件　　　名
付　　託
委員会名

審議結果

各議員の賛否

日本
共産党

NewWave
しろい

市民の声
しろい
令和

会派公明党 希望の扉 議長

徳本 根本 平田 柴田 小田川 荒井 長谷川 古澤 石井 武藤 石原 岩田 広沢 久保田 石田 伊藤

第
１
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 政治倫理審査会委員　藤川　由美子氏の委嘱 ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２号 政治倫理審査会委員　落合 正氏の委嘱 ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３号 政治倫理審査会委員　永澤 正明氏の委嘱 ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第４号 政治倫理審査会委員　森中　祐治氏の再任 ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第５号 政治倫理審査会委員　富田　絵津子氏の再任 ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第６号 政治倫理審査会委員　三浦　永司氏の再任 ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第７号
市長等の白井市に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例
の制定

総務教育
常任委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第８号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
総務教育
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第９号
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律
等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

健康福祉
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１０号
白井市重度心身障害者の医療費助成に関する条例及び白井市ひ
とり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正

健康福祉
常任委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１１号
白井市高齢者就労指導センターの設置及び管理に関する条例の
廃止

健康福祉
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１２号
白井市障害者支援センターの設置及び管理管理に関する条例の
廃止

健康福祉
常任委員会

原案
可決

× × ○ × × × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１３号 白井市行政組織条例の一部改正
総務教育
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１４号 白井市附属機関条例の一部改正
企画経済
常任委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１５号 白井市行政手続条例の一部改正
総務教育
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１６号 職員の給与支払の特例に関する条例の一部改正
総務教育
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１７号 白井市道路線の認定及び変更
企画経済
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１８号 令和７年度白井市一般会計補正予算（第１２号）
各常任
委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１９号
令和７年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定補正予算

（第３号）
健康福祉
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２０号
令和７年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定補正予算

（第４号）
健康福祉
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２１号 令和７年度白井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
健康福祉
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２２号 令和７年度白井市水道事業会計補正予算（第３号）
企画経済
常任委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２３号 令和７年度白井市下水道事業会計補正予算（第４号）
企画経済
常任委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２４号 令和８年度白井市一般会計予算
予算審査
特別委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２５号 令和８年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定予算
予算審査
特別委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２６号 令和８年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定予算
予算審査
特別委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２７号 令和８年度白井市後期高齢者医療特別会計予算
予算審査
特別委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２８号 令和８年度白井市水道事業会計予算
予算審査
特別委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第２９号 令和８年度白井市下水道事業会計予算
予算審査
特別委員会

原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３０号
契約の変更
道路改良工事（工業団地アクセス道路）

企画経済
常任委員会

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３１号 白井市国民健康保険税条例の一部改正 ―
原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３２号 白井市介護保険条例の一部改正 ―
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３３号
契約の変更
防災行政無線デジタル化更新事業工事

―
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３４号 令和７年度白井市一般会計補正予算（第１３号） ―
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３５号 令和８年度白井市一般会計補正予算（第１号） ―
原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３６号 令和８年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定予算（第１号） ―
原案
可決

× × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第３７号 令和８年度白井市水道事業会計補正予算（第１号） ―
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳
情

陳情第２号
保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求め
る意見書提出を求める陳情書

（※趣旨採択に対する賛否）

健康福祉
常任委員会

趣旨
採択

× × ○ × × × ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―

陳情第４号
東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の
庁舎内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳
情

総務教育
常任委員会

採択 × × ○ × × × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議
員
提
出

の
も
の

発議案第１号
国に非核三原則と殺傷能力のある武器等の輸出禁止の原則を守
るよう求める意見書

― 否決 ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠 × × × ○ × × × ―

発議案第２号 白井市議会委員会条例の一部改正 ―
原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※この他陳情が３件ありましたが、議長報告となりました。

議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表 〇は賛成　×は反対　欠は欠席　―は採決に不参加

古澤由紀子議員　逝去

　古澤由紀子議員（享年78歳）が4月
25日に逝去されました。
　平成12年 6月初当選、6 期目で約
22年にわたり、各委員会の委員長等を歴
任の上、市政と議会の発展にご尽力を賜
りました。謹んでお悔やみ申しあげますとと
もに、心よりご冥福をお祈り申しあげます。

　古澤由紀子さん、あなたの第一印象は、かなり「強固な意思

お持ちの方」というものでした。平成１９年４月、会派の男性

５名の中にあって、その存在感は、大きなものでした。その後、

会派の人数と喫煙者が加わるなど、苦労されたと思われます。

会派より市長選挙に立候補者を選出し、落選したときの同僚へ

の心づかいは今でも忘れることはありません。

　総合計画や基本構想に対して、議決を行うべきでないとの

考えがあり、第５次総合計画基本構想、第６次総合計画基本

構想などの議決時には退席されて、意思を示されませんでした。

　市の監査員や一部事務組合議員などを歴任される中、長年、

保護司の活動をされたことに敬意を表します。

　余命１年の宣告を受け、保護司を定年退職され、花束や、

記念品を受け取られた日は少し寂しそうな表情でした。

　本年の第１回定例議会で、体調が思わしくなく、休みがちと

なる中、６月には復帰したい、と述べられていましたが、残念

ながら、永眠されました。生前の活動に対して感謝の意を表す

とともに、心からのお悔やみを申しあげます。

� 会派「しろい令和」代表　長谷川則夫


